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Ⅰ 新技術の解説 

１ 要旨 

    浪江町の花木ほ場において、グリホサートカリウム塩液剤で除草できないオヒシバの報告が

あり、採取した種子を用いて、インキュベーター内で薬剤の散布試験を行った。その結果、グリ

ホサートカリウム塩液剤を散布しても枯死が見られず、抵抗性を確認することができた。他の

薬剤では枯死を確認できた。 

 

（１） 浪江町花木ほ場で採取したオヒシバにグリホサートカリウム塩液剤を散布したところ、散

布前後で草丈および芽数に大きな変化はなく、2ヶ月後でも大部分が生存していた。対照区

（水散布）と比べてグリホサート区の成長率は小さく、生育抑制効果はあったと考えられた

（表１、図１）。 

（２） 浪江町花木ほ場のオヒシバは、ジクワット･パラコート液剤区、グルホシネートPナトリウ

ム塩液剤区、グルホシネート液剤区において草丈および芽数が減少しており、除草効果を確

認できた。ただし、ジクワット･パラコート液剤区で生き残りが見られた（表１、図１）。 

 

２ 期待される効果 

    グリホサートカリウム塩液剤に抵抗性があるオヒシバの除草が可能になる。 

 

３ 活用上の留意点 

（１） グリホサートカリウム塩液剤は「ラウンドアップ」、ジクワット・パラコート液剤は「プリ

グロックス L」、グルホシネート P ナトリウム塩液剤は「ザクサ液剤」、グルホシネート液

剤は「バスタ液剤」である。 

（２） 現時点で浪江ほ場以外では福島県において抵抗性オヒシバの報告はない。福島市荒井で採

取したオヒシバではグリホサートカリウム塩液剤での枯死を確認している（図２）。 

 



 

Ⅱ 具体的データ等 

表１ 浪江町花木ほ場で採取されたオヒシバの薬剤散布前後の草丈及び生存率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 抵抗性オヒシバの薬剤散布前後の様子   図２ 福島市荒井オヒシバの薬剤散布前後の様子   
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成長率

（％）
水 - 14.3 a 21.3 a 23.8 a 66.8 23.0 a 24.7 a 23.0 a 100.0

グリホサートカリウム塩 500ml/100L 15.6 a 16.9 a 14.7 b -5.8 24.7 a 23.7 a 21.7 a 88.0
ジクワット・パラコート 1000ml/100L 14.2 a 7.1 b 8.6 c -39.4 23.0 a 8.3 b 5.7 b 24.8

グルホシネートPナトリウム塩 500ml/100L 14.1 a 0 b 0 c -100 23.0 a 0 b 0 b 0
グルホシネート 500ml/100L 14.3 a 0 b 0 c -100 24.0 a 0 b 0 b 0

※Tukey-Kramer法による多重比較により、異なる記号は有意水準5％において有意差がある
※成長率および生存率は散布前と比較した2ヶ月後の値。
※個体数は6.1cm×6.1cmセルボックス内の芽数を測定した。

2週間後 2ヶ月後
処理薬剤 薬量/水量/10a

草丈（cm） 個体数（芽） 生存率
（％）散布前 2週間後 2ヶ月後 散布前


